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おいても，母親は父親に対して，支持・尊重・激励を中心とした “ 促進 ”，および，拒否・否定・非難
を中心とした “ 批判 ” を行っていた。母からの “ 促進 ” の高さは，父親の子ども関与，育児協働感お
よび夫婦関係満足の高さと関連し，“ 批判 ” の高さは，父親の関与，育児協働感や夫婦満足感の低さ
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した “ 促進 ”（9項目）と，拒否，非難を中心とした “ 批判 ”（7項目）からなる。本調査では，このう




























































表1　⺟親による夫婦ペアレンティング調整⾏動（促進 E1 〜 E9）に関する父親の語りの⽣起
協力者 子性別 E 得点平均 E1 E2 E3 E4 E5 E6 E7 E8 E9 その他
Ｏ 男 4.56 ○ ○ ○ ○
Ｐ 男 4.78 ○ ○ ○ ○
Ｑ 女 4.56 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ 男 3.44 ○ ○ ○ ○ ○
Ｓ 女 3.67 ○ ○ ○ ○
Ｔ 女 4.00 ○ ○ ○ ○ ○
E1 ～ E9は尺度項目。語りの契機に選択された項目に○を示している。
批判の得点範囲は1 ｰ 6点
表2　⺟親による夫婦ペアレンティング調整⾏動（批判 C1 〜 C7）に関する父親の語りの⽣起
協力者 子性別 Ｃ得点平均 Ｃ1 Ｃ2 Ｃ3 Ｃ4 Ｃ5 Ｃ6 Ｃ7 その他
Ｏ 男 3.00 ○ ○ ○ ○
Ｐ 男 3.57 ○ ○
Ｑ 女 2.00 ○ ○ ○
Ｒ 男 2.43 ○ ○ ○ ○ ○
Ｓ 女 3.29 ○ ○
Ｔ 女 2.57 ○ ○ ○
Ｃ1 ～ C7は尺度項目。語りの契機に選択された項目に○を示している。
批判の得点範囲は1 ｰ 6点



































































































































































































































































































































































　本研究は，幼児期の子どもをもつ父親と母親が，日常の子育てをどのように “ ともに ” 対応して
いるか検討することを目的とした。“ ともに ” について，coparenting の概念に立ち返ると，「その
子どもの世話と養育に責任を負うべき複数の養育者に共有される行為（McHale&Lindahl（2011）」











































































が必要としているのは，具体的なアドバイスではなく “ ガス抜き ” であり，誰かに話をしたい母親
の気持ちを受け止めるのが “ 求められている役割 ” と認識する父親も見られた。
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のようにその鍵を握るという意味から “gatekeeping” と呼んでいる（Thompson & Walker, 1989）。
母親アイデンティティの強い母親は，父親の関与に対して厳しい評価をしがちであるこという指摘
や，gatekeeper の母親はそうでない母親よりも有意に家事育児の時間が長いという指摘もある
（Allen & Hawkins,1999）。これに対して Roy & Dyson（2005）は，母親には父親のファシリテータ
の役割があるとし，父子の交流を母親が励まし子育ての経験する機会を作り出すことが父親の関与
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幼児期の子どもをもつ母親の夫婦ペアレンティング調整
 The purpose of this study was to describe how mothers regulate fathers’ involvement in 
child-rearing. Qualitative data from semi-structured interviews were obtained from 6 Japanese 
fathers of toddlers (aged 2-3 years). Fathers were asked to describe the mothers’ regulatory 
behaviors for coparenting (encouragement and/or criticism) of fathers’ involvement with their 
children. According to the results, mothers’ encouraging behaviors included the following: 
reporting the child's behavior to the father, arranging father-child activities with mother’s 
spending their free time, teaching the father child-care skills, consulting with the father on child-
rearing matters, and thanking the father for helping in coparenting. On the other hand, the 
mothers’ criticizing behaviors included the following: instructing, checking, and modifying fathers’ 
behavior towards the child, indirectly suggesting different child-rearing viewpoints, and showing 
mothers’ irritation. Episodes in both categories were discussed in the context of the marriage-
parenting association from the viewpoint of the child-rearing family system. Future research is 
needed to examine mothers’ regulatory behaviors for coparenting using mothers’ self-reports.
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